
※掲載された情報または内容のご利用により、直接的、間接的を問わず、お客様または第三者が
  被った損害に対して、弊社は責任を負いません。あらかじめご了承願います。

コメリドットコム「HowTo情報」には、DIY情報、住まいや
くらしに役立つノウハウが満載です。

動画でもっとわかりやすく！
暮らしに関するHowto情報を動画で配信中。

防護線について
防護線は高圧コードで確実に巻きつける。(ビニールテープ等でとめてください。)

【重要】電気柵の安全な使用について
電気柵による感電事故防止のため、法令により以下の項目が定められています。
・人が容易に立ち入ることができる場所に電気柵を設置する場合、見やすい場所に適当な間隔で危険表示板
を設置する必要があります。
・家庭用コンセントなど30ボルト以上の電源から電気を供給する場合、漏電遮断器（高速型）を設置する必要
があります。
安全に使用するため、以下の項目も遵守してください。
・取扱説明書を熟読し、使用方法をよく理解してから設置・使用する。
・電柵器の分解・改造は絶対に行わない。
・定期的に点検・整備を実施する。

感電
注意

危険表示板

■柵の設置方法

注意　接続線の巻きつけは5回以上する事。(絶縁テープで固定してください。)

■猪の特徴
・猪突猛進ということわざがありますが、非常に神経質で臆病な動物です。
・何でも鼻で探ろうとするので、電気柵の下から鼻を入れてもぐりこもうとします。
・跳躍力は1m～1.5m程度。前足を掛けて跳ぶことができますが、臆病なので 
"跳ぶ"行為を恐がります。
・本来は夜行性の動物です。今は朝でも昼でも出没します。24時間の防獣対策が必要となります。
・雑食で人の出す生ごみも食べてしまいます。

アース部分について
アース部分が最も重要です。アースが不完全ですと、撃退効果が薄れます。
アースは必ず接地し、周囲の草が防護線にあたる前に、細めに刈り取りましょう。
漏電を防ぎ、高圧電流が円滑に流れることが重要です。

●左記の図を参照してください。
(標準　周囲250m　2段張り)
①ポールは20㎝～30cm地中に
打ち込んでください。
②ポールの間隔は、300cm～
400cmにて設置してください。
(地形にて異なります。)
③ガイシは、ポール1本に付き
2個20cm間隔にて取付けてくだ
さい。
④接続線は、50m間隔で結線し
約5箇所に接続してください。
※ヨリ線及びアルミ線を使用
してください。



※掲載された情報または内容のご利用により、直接的、間接的を問わず、お客様または第三者が
  被った損害に対して、弊社は責任を負いません。あらかじめご了承願います。

コメリドットコム「HowTo情報」には、DIY情報、住まいや
くらしに役立つノウハウが満載です。

動画でもっとわかりやすく！
暮らしに関するHowto情報を動画で配信中。

■鹿の特徴
・非常に臆病な動物です。
・繁殖力が旺盛で、4年間で約2倍になってしまいます。
・一夫多妻で、オスが減少しても繁殖力は衰える事がありません。
・食性は雑食です。
・跳躍力が優れていますが、基本的には下から潜り抜けようとします。防護線を張る際には、
高さに気をつけましょう。
■柵の設置方法

感電
注意

危険表示板
ポール

●左記の図を参照してください。
(標準　周囲250m　4段張り)

①ポールは20㎝～30cm地中に
打ち込んでください。
②ポールの間隔は、300cm～
400cmにて設置してください。
(地形にて異なります。)
③ガイシは、ポール1本に付き
4個20cm間隔にて取付けてくだ
さい。
④接続線は、50m間隔で結線し
約5箇所に接続してください。
※ヨリ線及びアルミ線を使用して
ください。

防護線について
防護線は高圧コードで確実に巻きつける。(ビニールテープ等でとめてください。)

【重要】電気柵の安全な使用について
電気柵による感電事故防止のため、法令により以下の項目が定められています。
・人が容易に立ち入ることができる場所に電気柵を設置する場合、見やすい場所に適当な間隔で危険表示板
を設置する必要があります。
・家庭用コンセントなど30ボルト以上の電源から電気を供給する場合、漏電遮断器（高速型）を設置する必要
があります。
安全に使用するため、以下の項目も遵守してください。
・取扱説明書を熟読し、使用方法をよく理解してから設置・使用する。
・電柵器の分解・改造は絶対に行わない。
・定期的に点検・整備を実施する。

アース部分について
アース部分が最も重要です。アースが不完全ですと、撃退効果が薄れます。
アースは必ず接地し、周囲の草が防護線にあたる前に、細めに刈り取りましょう。
漏電を防ぎ、高圧電流が円滑に流れることが重要です。

注意　接続線の巻きつけは5回以上する事。(絶縁テープで固定してください。)



※掲載された情報または内容のご利用により、直接的、間接的を問わず、お客様または第三者が
  被った損害に対して、弊社は責任を負いません。あらかじめご了承願います。

コメリドットコム「HowTo情報」には、DIY情報、住まいや
くらしに役立つノウハウが満載です。

動画でもっとわかりやすく！
暮らしに関するHowto情報を動画で配信中。

・集団で行動する、学習能力が高い動物です。
・猿は下のネットをまくり上げて、侵入しようとします。下のネット部分を固定してあげる
ことが重要になります。
・猿はとても頭がよく、電気柵を設置していても近くの木々からジャンプをして、畑等に
侵入しようとします。　近くの木の枝を落とす等の対策が必要となります。
・むやみに、野生の猿に餌を与えないようにする事も重要です。
■柵の設置方法

ビニールシート(厚手)
又は
ネット

ビニールシート(厚手)
又は
ネット

感電
注意

危険表示板

■猿の特徴

●左記の図を参照してください。
(標準　周囲250m　6段張り)
①ポールは20㎝～30cm地中に
打ち込んでください。
②ポールの間隔は、300cm～
400cmにて設置してください。
(地形にて異なります。)
③ガイシは、ポール1本に付き
6個20cm間隔にて取付けてくだ
さい。
④接続線は2本1組、約50m間隔
で接続してください。
※ヨリ線及びアルミ線を使用して
ください。

※標準「周囲250m」6段張り
50m間隔5本×2本（出力、アース)
＝10本

防護線について
防護線は高圧コードで確実に巻きつける。(ビニールテープ等でとめてください。)

【重要】電気柵の安全な使用について
電気柵による感電事故防止のため、法令により以下の項目が定められています。
・人が容易に立ち入ることができる場所に電気柵を設置する場合、見やすい場所に適当な間隔で危険表示板
を設置する必要があります。
・家庭用コンセントなど30ボルト以上の電源から電気を供給する場合、漏電遮断器（高速型）を設置する必要
があります。
安全に使用するため、以下の項目も遵守してください。
・取扱説明書を熟読し、使用方法をよく理解してから設置・使用する。
・電柵器の分解・改造は絶対に行わない。
・定期的に点検・整備を実施する。

アース部分について
アース部分が最も重要です。アースが不完全ですと、撃退効果が薄れます。
アースは必ず接地し、周囲の草が防護線にあたる前に、細めに刈り取りましょう。
漏電を防ぎ、高圧電流が円滑に流れることが重要です。


